
国 語 科 学 習 指 導 案 

令和 5 年 6 月１日（木） 学習指導Ⅱ 第５学年２組（５年２組教室） 指導者 前原 聡 
 

【単 元】要旨をとらえて，伝えよう（『言葉の意味が分かること』光村図書５年） 
考察   知識及び技能    思考力，判断力，表現力等    学びに向かう力，人間性等  

育成を 
目指す 
資質 
能力 

  ・原因と結果など情報と情報との関係
についての知識及び技能 

（（２）ア） 

   ・事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さ
え，文章全体の構成を捉えて要旨を把握する能力
               （Ｃ（１）ア） 

   ・言葉がもつよさを認識するとともに，
進んで読書をし，国語の大切さを自覚
して思いや考えを伝え合おうとする態
度 

 

          
子どもの 

実態 
  ・説明的な文章において，筆者の考え

とそれを支える理由や事例が述べら
れていることを理解しているが，様
々な情報の中から原因と結果の関係
を見いだすことに課題がある。 

   ・説明的な文章において，文章全体の構成から，筆
者の考えとそれを支える理由や事例が書かれてい
る段落を捉えることができるが，筆者の考えが抽
象的に表れている語や文を見付けて，要旨として
把握することに課題がある。 

   ・自分の考えを本文シートに書き込むこ
とができる。 

・相手の考えを聞いた後に，自分の考え
を再構成することに課題がある。 

 

          価値   ・ブックレビューは，書籍の紹介や批評をするためのものである。書籍の批評をするには，文章全体の構成を捉えて要旨を把握し，それを基
に，自分の考えを形成する必要がある。ここでの要旨は，筆者が文章で取り上げている内容の中心となる事柄や，筆者の考えの中心となる
事柄であり，前者は筆者が事実を基に述べている意見のこと，後者は意見をさらに抽象化した筆者の考えのことである。本単元は，ブック
レビューとしてまとめる初めての機会であるため，子どもが読んだ文章の要旨を把握して，ブックレビューに掲載することを活動の中心と
する。この活動を設定することにより，子どもには『言葉の意味が分かること』で高めた要旨を把握する能力を基に，自分が担当する文章
の要旨を捉え，ブックレビューを完成させようとする意識が芽生える。 

 

・『言葉の意味が分かること』には，
「原因」という言葉が出てくるため
筆者の主張を，結果を基に見付ける
必要がある文章構成になっている。
そのため，内容の中心となる事柄を
捉える中で本文における原因と結果
の関係について理解することができ
る。 

   ・『言葉の意味が分かること』における筆者の意見
と筆者の考えは，それぞれ11段落と12段落にまと
められている。「中」の要点を整理することで，
筆者の主張を明らかにしたり，「始め」と12段落
を比較することで，筆者の考えを明らかにしたり
できる。そのため，文章全体の構成を捉えること
で，筆者の意見と筆者の考えが明確になり，全体
の構成を捉えながら，要旨を把握することができ
る。 

   ・『言葉の意味が分かること』の筆者の
意見は「面」という抽象的な言葉で示
されており，重要な言葉として選び出
すことは難しい。２人で１枚の本文シ
ートに自分の考えを書き込むことは，
相手の考えを聞き，お互いの考えを比
較・検討することを促す。そのため，
本文を読み直したり，自分の考えを再
構成したりすることができる。 

          
 

見方・考え方 
 

言葉の学び方に関する筆者の意見や筆者の考えと叙述，筆者の主張や筆者の考えとそれを支える理由や事例との関係を捉えたり問い直したり
することで，言葉への自覚を高めること。 

 

今後の学習 
 

「資料を用いた文章の効果を考え，それを生かして書こう（『固有種が教えてくれること』『統計資料の読み方』『グラフや表を用いて書こう』光村５年）」に
おいて，文章と図表を結び付けて，論の進め方について考える学習に発展していく。 

 





本時の学習（５／７時間目） 

ね ら い 内容の中心となる事柄と筆者の考えの中心となる事柄を表す語や文を見付けることを通して，要旨をまとめ，ブックレビューを作成すること 

ができる。 

 評価項目 筆者の意見と筆者の考えを捉えて，要旨を記述している。                              ＜原稿用紙②＞ 

学習活動と子どもの意識 指導上の留意点 

１ 本時のめあてをつかむ。 ○筆者の意見と筆者の考えが端的に表れた重要な語や文を見付けて要旨をま

とめ，ブックレビューに書き入れる課題意識をもてるよう，「終わり」の文

から筆者の意見と筆者の考えがまとめられている一文を問いかける。 
 ・「終わり」の段落から大切な言葉を選び出せていないから，このまま

では，ブックレビューが完成しないな。          （課題意識） 

 

 

２ 11 段落と 12 段落の重要な語や文を見付け，ブックレビューを作成する。 

・筆者の意見が11段落にまとめられていて，筆者の考えが12段落にまとめ

られているな。 

・11段落の最後の一文は「つまり」から始まっているね。これまでのとこ

ろをまとめているから，最後の一文が大切だな。線を引いておこう。 

・友達が，「始め」にも「見直すこと」という言葉が出てきたと言っている

よ。確かに，12 段落でも繰り返し出てくるから，この言葉は大切そうだ

な。丸で囲んでおこう。 

・なるほど，「さらに」とあるから，12段落では，これまでの意見に付け

加えて，筆者の考えを述べていると考えられるね。「見直すこと」も入

っているから，初めの一文に線を引いておこう。 

・100文字ちょっとで要旨をまとめるときに，これまでに見付けた大切な

言葉を書き入れることができたよ。 

○文章全体における 11 段落と 12 段落の役割を想起できるよう，筆者の意見

と筆者の考えが表れている段落を問いかける。 

○11 段落から筆者の意見が表れている一文を見付けられるよう，２人で１枚の

本文シートを用意し，筆者の意見を表す重要な語や文に傍線を引いたり，

気付いたことを書き込んだりするよう促す。 

○12 段落から筆者の考えが表れている一文を見付けられないペアには，重要な語

や文を見付けられるよう， 12 段落と「始め」の１段落を比較して，同じ言葉を丸

で囲むよう助言する。 

○12段落の冒頭の一文が，筆者の考えをまとめていることに気付けるよう，

接続語や文末表現に着目して傍線を引いたり，気付いたことを書き込んだ

りしているペアを称賛する。 

○自他が見付けた重要な語や文を抜き出し，要旨としてまとめられるよう，100 文字

程度で記述するよう促す。 

  ・筆者の意見と筆者の考えが表れた言葉を見付けて要旨をまとめて，ブ

ックレビューを完成させることができたぞ。 （課題を解決した意識） 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。 

・友逹と要旨が似ているな。筆者の意見と筆者の考えを捉えて，要旨をま

とめることができたのだな。 

○説明的な文章の要旨としてまとめることができたことを実感できるよう，

全体でブックレビューを読み合うとともに，それぞれの要旨を比較するよ

う促す。 

 

めあて：大切な言葉を見つけ要旨をまとめ，ブックレビューを完成させよう 


